
 

監査懇話会資料 

2019.12.18 

 

監査役等の経営観について 
－代替的経営機関説の立場から－ 

 

       西 山 芳 喜 

（九州大学名誉教授・弁護士） 

 

 １．はじめに 

 本講演の目的・主張 

  監査役等は、経営観を持たなければならないこと 

  監査役等の経営観は、独自のものでなければならないこと 

 

 ２．原点に立って考えること 

  (１)制度の創設－明治３２年商法 

  (２)監査役監査制度の変遷 

  (３)取締役の職務の執行の監査とは何か 

  (４)監査役等の監査とはそもそも何をするのか 

 

 ３．代替的経営機関としての意義・役割 

  (１)監査役等の監査の位置づけ 

  (２)代替的経営機関性 

  (３)最上位の是正機関性 

 

 ４．監査役等の経営観 

  (１)経営観の相違 

  (２)代替的経営機関としての経営観とは何か 

  (３)日本型経営観 

  (４)監査役等の経営観 

 

 ５．結びに代えて 
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